
令和 ７ 年 ４ 月 １ 日 現在

 　リハビリテーション施設は、２００㎡以上の広さがあり、必要な器具・機械があります。

 　患者様の疾患にあった個別療法を、理学療法士・作業療法士等が複数で実施しています。 【運動器リハビリテーション料(Ⅰ)】

【脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)】

 　当院は、入院時食事療養費(Ⅰ)及び入院時生活療養費(Ⅰ)の届出を行っております。

 　管理栄養士によって管理された食事を適時(朝食７：３５、昼食１２：００、夕食１８：００以降)に適温で提供しております。

【入院時食事療養費(Ⅰ)・入院時生活療養費(Ⅰ)】

施設の基準（ご案内）

Ａ棟（３３床） Ｂ棟（３９床）

病
室
の
種
類
に
つ
い
て

種
類

 一般病棟といい、主に急性期の方が集中的に治療をする病棟  回復期リハビリテーション病棟といい、リハビリテーションを

 です。  集中的に行う病棟です。

看
護
体
制

 当病棟では、１日９人以上の看護職員（看護師及び准看護師）  当病棟では、１日８人以上の看護職員（看護師及び准看護師）

 と１日４人以上の看護補助者（身支度、お食事等の身の回りの  と１日４人以上の看護補助者（身支度、お食事等の身の回りの

 お世話をさせていただく人）が勤務しています。  お世話をさせていただく人）が勤務しています。

 なお、時間毎の配置は次のとおりです。  なお、時間毎の配置は次のとおりです。

 　　　８：３０～１７：１５  　　　８：３０～１７：１５

  看護職員１人当たりの受け持ち患者数は６人以内です。   看護職員１人当たりの受け持ち患者数は６人以内です。

  看護補助者１人当たりの受け持ち患者数は１５人以内です。   看護補助者１人当たりの受け持ち患者数は１８人以内です。

 　　１６：３０～　９：００  　　１６：３０～　９：００

  看護職員１人当たりの受け持ち患者数は１５人以内です。   看護職員及び看護補助者での１人当たりの受け持ち患者数は

リ
ハ
施
設

お
食
事

  看護補助者１人当たりの受け持ち患者数は３０人以内です。   １２人以内です。

 【急性期一般入院基本料４】  【回復期リハビリテーション病棟入院料３】

 食堂・談話室・特別浴室があります。


